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今週の市場見通し 
国内株式市場 マーケット概観 

■日経平均は史上最高値を更新 

 先週の日経平均は週間で812.14円高（＋2.08％）の39910.82

円と上昇した。週初は、値がさ半導体株の上昇一服や、2月22

日の日経平均の史上最高値更新によって達成感なども意識さ

れて、プライム市場の主力大型株は上値の重い展開となった。

一方、幕間つなぎ的な出遅れ物色が、スタンダード市場やグロ

ース市場に向かったことから中小型株は売買活況。投資家のモ

メンタムは良好なままで、2月決算企業や8月決算企業の配当

に絡んだ売買やTOPIX、MSCIのリバランスなどの売買をこなし

た週末、東京市場は雰囲気が一変した。 

3月1日、ナスダック指数が史上最高値を更新したことや、

フィラデルフィア半導体指数（SOX指数）が大幅高となったこ

となどから、東京エレクトロン<8035>が買い優勢で上場来高値

を更新。値がさ半導体株の大幅高に、先物・オプション市場で

指数に絡んだ買いが入ったとの観測も加わったことから、日経

平均は大幅高。40000円の大台に迫る場面が見られた。 

なお、2月第3週の投資主体別売買動向によると、外国人投

資家は現物を634億円売り越した一方、TOPIX先物2054億円

買い越し、225先物は1262億円売り越したことから、合計158

億円の小幅買い越しとなった。個人投資家は現物を1138億円

売り越し、合計では1247億円売り越している。この週は、米

半導体大手エヌビディアの決算を受けて、2 月 22 日に日経平

均が史上最高値を更新したが、日経平均押し上げの原動力と見

られていた外国人投資家は総合で小幅な買い越しに留まった。

おそらく外国人投資家はエヌビディア決算発表前にポジショ

ンをある程度売っていたことから、週間ベースでは差し引き小

幅な買い越しとなったと推測する。 

 

■200 日移動平均線乖離率は過熱感を示す 20％超え 

 先週末3月1日の米国市場は続伸。ダウ平均は前日比90.99

ドル高（＋0.23％）の 39087.38 ドル、ナスダックは 183.02

ポイント高（＋1.14％）の16274.94、S&P500は40.81ポイン

ト高（＋0.80％）の5137.08で取引を終了した。225ナイトセ

ッションは日中終値比190円高の40190円で取引を終了。週明

けの日経平均は史上初の 40000 円台乗せを試す展開を迎えよ

う。TOPIXの史上最高値2884.80pt（1989年12月18日）に3

月1日の終値ベースで計算したNT倍率14.73倍をかけると日

経平均は42493円という値が算出される。この水準が次のター

ゲットとなると考える。 

日経平均が39000円水準で日柄調整を迎えたことで、週末の

大幅高を加味しても、日経平均の25日移動平均線乖離率は＋

6.34％と短期的な過熱感を示す＋7％を下回っている。ただ、

200 日移動平均線乖離率は＋20.22％とこちらは、短期的な過

熱感を示唆する＋20％を上回ったことで、上値の重さが意識さ

れそうだ。また、昨年4月から5月にかけて上昇した日経平均

の上昇幅（約6000円）と今回の上昇幅がほぼイコールとなっ

たことも考慮されよう。プライム市場の売買代金が4兆円を割

るような地合いが数日続いた場合、1月から続いた日経平均の

上昇基調はいったん終わりを迎えるかもしれない。 

 

■今週は重要な経済指標が相次ぐ 

 下段のスケジュールにもある通り、今週は重要な米国経済指

標の発表が相次ぐ。とりわけ、5日の2月ISM非製造業景況指

数、6日の2月ADP全米雇用報告、1月JOLTS求人件数、そし

て、8日の2月雇用統計が注目されよう。この経済指標は、前

回 ADP 全米雇用報告以外そろって市場予想を上振れる結果と

なり、米長期金利上昇、そして、円安ドル高の原動力ともなっ

た。前回と同じように市場予想上振れが相次ぐと、為替は円安

ドル高に振れやすくなり、輸出関連銘柄の追い風となろう。2

月29日の個人消費支出（PCE）価格指数が市場予想通りだった

ことでインフレ再燃懸念は後退したが、3月19-20日の米連邦

公開市場委員会（FOMC）までは、経済指標の結果に一喜一憂す

る地合いは継続と考えておいた方がいいだろう。 

一方、強い米経済指標は米長期金利の上昇要因となることか

ら、米国株の上値が重くなる可能性はある。強い米経済指標は

諸刃の剣となることから要注意と言えよう。なお、6-7日には

パウエル米連邦準備制度理事会（FRB）議長の議会証言も予定

されていることから、今週は為替動向を警戒したい。 

 

■8 日に米雇用統計発表 

 今週にかけて、国内は、4日に10-12月期設備投資、2月マ

ネタリーベース、5日に2月東京消費者物価指数（CPI）、8日

に1月国際収支、2月景気ウォッチャー調査などが予定されて

いる。 

海外では、5日に中・2月財新総合購買担当者景気指数（PMI）、

財新サービス業PMI、欧・2月ユーロ圏サービス業PMI、米・2

月総合PMI（改定値）、2月サービス業PMI（改定値）、1月製造

業新規受注、1月耐久財受注（確報値）、2月ISM非製造業景況

指数、6 日に豪・10-12 月期国内総生産（GDP）、米・2 月 ADP

全米雇用報告、加・カナダ中銀政策金利発表、米・1月JOLTS

求人件数、週次石油在庫統計、7日に中・2月貿易収支、豪・1

月貿易収支、欧・欧州中央銀行（ECB）政策金利発表、米・1

月貿易収支、8日に欧・ユーロ圏10-12月期GDP（確定値）、米・

2月雇用統計などが予定されている。 

 

日経平均は未踏の 40000 円台を試すも、そろそろ調整入りか 

国内株式市場 
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今週の市場見通し 

国内株式市場 新興市場 

 

 

フリー<4478> 

ispace<9348> 

 円 

東証グロース市場250指数 

新興市場 

■日経平均が調整を迎えれば投資資金が還流しよう 

 

今週の新興市場は上昇を想定する。先週末は日経平均が

40000円に迫る大幅高となった。大型株物色が強まる地合い

となり、東証グロース市場はやや蚊帳の外に置かれた。先週

末の海外市場動向を受けて、日経平均は週明け一段高し

40000円台に乗せそうな雰囲気だが、200日移動平均線乖離率

が＋20％を超えるなど短期的な過熱感は意識されよう。日経

平均の上値が重くなると、先週前半に見られたような東証グ

ロース市場Core指数構成銘柄を中心とした買いが入ると考

える。つまり日経平均が調整を迎えれば、出遅れている東証

グロース市場に投資資金が還流するというロジックだ。 

 

■主力銘柄の動きに注目、3月IPOは15社 

 

東証グロース市場Core指数構成銘柄での注目銘柄は先週

大幅高したフリー<4478>だ。昨年6月や11月の戻り高値水準

を先週末に上回ったことから、昨年来高値4250円超えが意識

されるところ。この水準を上回れば、ようやく安値圏からの

反発が本格化しよう。また、ispace<9348>も高いテーマ性な

どから短期資金が流出入し派手な動きをするが、1000円水準

では底堅い。こうした銘柄や、右肩上がりのGENDA<9166>、

ジーエヌアイグループ<2160>などもそろって上昇すると、東

証グロース市場は売買代金の増加を伴った強い動きを見せ

ると推測する。 

 

なお、3月は15社の新規株式公開（IPO）が予定されている。

直近IPO銘柄や短期的に急騰していた銘柄には換金売りが入

りやすくなるが、すべて上場日は21日以降であり、3月第2週

までは既上場銘柄について需給面を気にする必要はないだ

ろう。 

日経平均の上値が重くなれば、主力銘柄中心に出遅れ物色再開か 

 円 
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■先週の動き 

週明け、過去最高値付近からの利益確定売り意欲が強く、

さらに長期金利の上昇が嫌気され下落で始まった。2 月消費

者信頼感指数が予想外に悪化したため景気への楽観的見方

が後退しダウは続落も、ハイテクは人工知能（AI）関連への

期待が根強く上昇に転じた。週半ば、10-12 月期国内総生産

（GDP）改定値が予想外に下方修正され景気への楽観的見方

が後退し、同時に長期金利の低下が好感され下値を支えた

が、重要インフレ指標の発表待ちで様子見気配が強まった。

週後半に発表された1月コアPCE価格指数が予想に一致し、

前年比でインフレ改善の基調が維持されたため安心感が広

がり、買いが再開。また、下院が短期つなぎ予算案を可決す

ると、政府機関閉鎖への懸念が緩和したことも好感材料とな

り、相場は下げ止まった。週末にかけて発表された2月ISM

製造業景況指数やミシガン大学消費者信頼感指数確報値が

予想外に悪化したため、利下げ期待が再開。さらに、コンピ

ューターメーカーのデルの好決算をきっかけに根強い AI 関

連需要への期待を受けた買いがハイテクセクターを一段と

押し上げ、ナスダックは過去最高値を更新。ダウは週の下落

を消せず、結局、週を通じまちまちだった。 

家電量販チェーンのベストバイは四半期決算で既存店売

上高が警戒されたほど減少せず、利益が予想を上回り上昇。

ディスカウント小売のウォルマートは、1株を3株にする株

式分割を実施すると発表し上昇。半導体メーカーのマイクロ

ン・テクノロジーは、エヌビディアの AI 向け半導体に使用

する高性能メモリー「HBM3E」の量産を開始すると発表し上

昇。宅配ピザ会社のドミノ・ピザは第4四半期の既存店売上

が予想を上回ったほか、増配や追加自社株買いが好感され上

昇した。コンピューターメーカーのデル・テクノロジーは第

4四半期決算で調整後の1株利益が予想を上回ったほか、増

配を発表し上昇。携帯端末のアップルは、ゴールドマンサッ

クスが同社株を「強い買い推奨リスト」から除外したことが

嫌気され下落。地銀のニュ―ヨーク・コミュニティー・バン

コープは、融資審査に関する内部管理に重大な脆弱性を確

認。証券取引委員会（SEC）への年次報告書の提出を延期す

ると発表し、大幅安となった。 

 

■今週の見通し 

今週は引き続き連邦準備制度理事会（FRB）の利下げの行

方を探る展開の中、2月雇用統計やFRBのパウエル議長の上

下両議会での半年に1度の証言に注目だ。議長は利下げには

インフレが 2％目標達成に一段の確信を持つ必要があると繰

り返し、時期尚早の利下げによるリスクを警告すると見られ

る。もし、想定外に年内の利下げの可能性に言及があれば、

相場上昇要因になるだろう。大半のFRB高官は、イベントや

講演での発言などから、インフレの改善により、年半ばもし

くは後半にも利下げの条件が満たされると見ているようだ。

連邦公開市場委員会（FOMC）の中でも影響力の強い NY 連銀

のウィリアムズ総裁は昨年12月FOMCで発表されたスタッフ

予測通り、手始めに年内3回の利下げを協議することは理に

かなっているかもしれない、と利下げの可能性を示唆してい

る。ただ、最終的にはデータ次第と慎重だ。FRB が注目して

いるコアPCE価格指数は上方サプライズなく、前年比で鈍化

傾向を示したものの、1月消費者物価指数（CPI）に加えパウ

エル議長が注目している住宅を除いたサービスコアは伸び

が拡大するなど、物価圧力が依然強いことが証明された。イ

ンフレの 2％達成進展の道のりは荒くなる可能性がありそう

で、相場不透明感にもつながるだろう。 

1月FOMCでも、FRBが景気のリスクよりもインフレ制御に

依然重点を置いている姿勢が明らかになっており、もし今週

発表される雇用時計で労働市場の底堅さが証明された場合、

利下げの軌道は緩慢になりそうだ。逆に弱まった場合は、6

月の利下げ観測が強まり、買い材料となりそうだ。同時に地

銀のニューヨーク・コミュニティ・バンコープの問題はずさ

んな管理体制が原因で、金融システムに与えるリスクは少な

いと見られているが、商業用不動産をめぐるリスクがくすぶ

ることには警戒だ。 

経済指標では、2月サービス業PMI（改定値）、1月製造業

受注、2月ISM非製造業景況指数、1月耐久財受注（5日）、2

月ADP雇用統計、1月JOLT求人、1月卸売売上高（6日）、1

月貿易収支、10-12月期非農業部門労働生産性、単位人件費、

週次新規失業保険申請件数（7日）、2月雇用統計（8日）、な

どが予定されている。なお、FRBは6日に地区連銀経済報告

（ベージュブック）を公表予定。パウエル議長は6日に下院

金融サービス委員会、7 日に上院銀行委員会での証言を予定

している。 

主要企業決算では、ハイテクでは、サイバーセキュリティ

製品・サービス会社のクラウドストライク（5 日）半導体の

ブロードコムやマーベル・テクノロジー・グループ（7日）、

小売では、廉価アパレルと家庭装飾品のブランドストア経営

のロス・ストアーズ、ディスカウント小売のターゲット（5

日）、会員制倉庫型卸売・小売会社のコストコ・ホールセー

ル、スーパーマーケットのクローガー（7日）、などが予定さ

れている。半導体関連企業の強い決算が続けば、相場全体を

一段と押し上げる可能性もあるだろう。 

パウエル FRB 議長の議会証言や雇用統計に注目/米国株式相場 今週の見通し 

米国株式市場 
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米ドル・円 予想レンジ 149.00 円 ～ 152.00 円 

債券先物予想レンジ 146.00 円 ～ 146.70 円 

長期国債利回り予想レンジ 0.695 ％ ～ 0.740 ％ 

今週の為替/債券市場見通し 
為替/債券市場 

 

今週のドル・円は底堅い値動きか。日本のインフレ指標で伸び

が鈍化し、金融緩和継続の思惑が広がればドル買い・円売りが強

まる可能性がある。また、米国の早期利下げ観測が後退した場合、

ドル選好の流れが続く見通し。 

 

2月27日に発表された日本の1月消費者物価指数（CPI）コア指

数は前年比＋2.0％と市場予想を上回った。ただ、12 月の＋2.3％

から低下している。2月CPIの先行指標となる東京都区部CPIが低

下した場合、日本銀行の緩和修正期待の後退でドル買い・円売り

が強まる可能性がある。日銀は金融正常化に前向きな見解を示し、

今月開催の金融政策決定会合でマイナス金利は解除されるとの見

方が高まっている。ただ、3月発表の2月全国CPIコア指数は前年

比＋2％を下回る可能性もあり、マイナス金利解除は4月以降との

シナリオもある。一方、米国の1 月コアPCE 価格指数は前年比＋

2.8％と市場予想と一致したが、伸びは前回から低下した。ただ、

インフレ抑制のペースは緩慢で、米 2 月 CPI が次の注目材料とな

ろう。 

 

ドル・円相場は市場が想定する為替介入ゾーンに接近しており、

ドルへの下押し圧力が強まるだろう。ただ、米国の利下げ開始時

期見通しは後ずれし、150円を中心に足場固めの展開に。目先的に

節目の152円を試す場面も想定したい。 

 

【日・2月東京都区部消費者物価コア指数】（3月5日発表予定） 

 3月5日発表の2月東京都区部消費者物価コア指数は、全国CPI

の先行指標として注目されるが、市場予想を下回った場合、円売

り要因になりやすい。 

 

【米・2月雇用統計】（3月8日発表予定） 

 3月8日発表の2月米雇用統計は1月が予想外に強かったことか

ら、反動により弱含む可能性もあろう。1月は失業率が3.7％、非

農業部門雇用者数は前月比＋35.3 万人、平均時給は前年比＋

4.5％。 

■今週の見通し 

 今週（3 月 4 日-8 日）の債券市場では長期金利が上昇する可能

性がある。日本銀行のマイナス金利政策解除の可能性が高まって

おり、解除後の長期金利への対応に不透明感が強いため、3月5日

に行われる10年国債入札では決算期末を控えた投資家の慎重な姿

勢が見込まれる。一方、4日と8日に日銀の国債買い入れオペが予

定されているため、債券相場を下支えしそうだ。今月にもマイナ

ス金利が解除された場合、オーバーシュート型コミットメントや

国債買い入れも修正され、長期金利はやや上昇するとの見方が多

いようだ。 

 

債券先物3月限は主に146円台で推移か。マイナス金利政策の3

月解除の可能性は高いため、為替相場や米長期金利の動向に大き

な変化がない場合、債券先物は 146 円台後半で上げ渋る可能性が

高い。 

■先週の動き 

 先週（2月26日-3月1日）の長期債利回りは下げ渋り。日本銀

行の高田審議委員の発言を受けて金融政策正常化への警戒感が高

まり、2年国債利回りは約13年ぶり高水準を付けた。しかしなが

ら、1日の取引では日本銀行の植田総裁が2％の物価目標実現は見

通せる状況には至ってないとの認識を示したこと受けて超長期債

の気配は相対的にしっかりとなった。 

 

10 年債利回りは弱含み。0.712％近辺で取引を開始し、一時

0.685％近辺まで低下した後、29日の取引で0.729％近辺まで反発

し、0.717％近辺でこの週の取引を終えた。 

 

債券先物 3 月限はもみ合い。146 円 30 銭で取引を開始し、146

円63銭まで買われた後、29日の取引で146円06銭まで下落した

が、超長期債の気配がしっかりとなったことから146円35銭まで

反発し、146円32銭でこの週の取引を終えた。 

 

 

 

債券市場 

為替市場 

為替/債券市場 
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上昇率上位銘柄 下落率上位銘柄 業種別騰落率

コード 銘柄 終値（円） 騰落率（%） コード 銘柄 終値（円） 騰落率（%） 上位セクター 騰落率（%）

3778 さくらインターネット 7,360.0 31.19 9722 藤田観光 5,940.0 -13.79  銀行業 5.26

9055 アルプス物流 2,500.0 28.27 7972 イトーキ 1,627.0 -12.10  保険業 3.67

6254 野村マイクロ・サイエンス 19,640.0 25.98 3031 ラクーンホールディングス 617.0 -11.60  機械 3.51

4813 ＡＣＣＥＳＳ 1,181.0 25.91 9260 西本Ｗｉｓｍｅｔｔａｃホールディングス 6,050.0 -10.37  精密機器 3.45

7003 三井Ｅ＆Ｓ 1,803.0 24.86 8011 三陽商会 2,507.0 -10.30  鉄鋼 3.41

8337 千葉興業銀行 1,057.0 23.48 4343 イオンファンタジー 2,269.0 -9.96  鉱業 3.23

8524 北洋銀行 428.0 23.34 6279 瑞光 1,594.0 -9.79  石油・石炭製品 2.92

9216 ビーウィズ 2,190.0 23.03 9612 ラックランド 2,334.0 -9.50 下位セクター 騰落率（%）

7180 九州フィナンシャルグループ 1,171.5 21.96 4776 サイボウズ 1,824.0 -8.98  食料品 -2.12

6632 ＪＶＣケンウッド 866.0 21.46 2935 ピックルスホールディングス 1,173.0 -8.79  ゴム製品 -0.62

3994 マネーフォワード 6,869.0 20.70 3073 ＤＤグループ 1,314.0 -8.75  海運業 -0.60

4323 日本システム技術 4,085.0 20.68 2930 北の達人コーポレーション 204.0 -8.11  非鉄金属 -0.12

6315 ＴＯＷＡ 10,460.0 20.65 5105 ＴＯＹＯ　ＴＩＲＥ 2,677.5 -8.07  その他製品 -0.02

2432 ディー・エヌ・エー 1,495.0 19.65 3088 マツキヨココカラ＆カンパニー 2,466.0 -8.04  倉庫・運輸関連業 0.01

4443 Ｓａｎｓａｎ 1,806.0 17.96 2585 ライフドリンク　カンパニー 4,610.0 -7.98  陸運業 0.11

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マーケットを読む 

今週のポイント 

先週の日経平均は大幅に続伸。前週末の好地合いを受けて

買いが先行、その後は高値警戒感から上値の重い動きとなった

が、週末には米ナスダックの高値更新などを背景に大幅高とな

り、40000 円の大台が一気に視界に入る状況となっている。米

SOX 指数の上昇を受け、半導体関連が引き続きリード役となる

格好に。週央にかけては、CPIの想定比上振れで国内長期金利

が上昇し、銀行株の買い材料となる場面も見られた。業種別で

は銀行や保険が上昇率上位となったほか、機械や鉄鋼などの

景気敏感株も強い動き。半面、ディフェンシブの食料品、海運

や非鉄金属などは物色の圏外に置かれる形だった。 

ウエルシアとツルハHD は経営統合検討報道が伝わり買い先

行。三井E&S は米国のクレーン国産化方針を受けて、米子会社

の展開力に期待が高まった。ACCESSは、防衛省がIOWNを安

全保障に活用へと伝わったことで、関連銘柄としての期待が高

まった。日立造船は半導体装置向け全固体電池の初受注がポ

ジティブ材料となる。DeNAは共同開発した任天堂の新アプリリリ

ースが期待視される。楽天銀行は株主優待制度の導入が、あお

ぞら銀行はアクティビストファンドの大量取得が買い材料視され

る。アルプス物流には再編期待が思惑視される。ビットコイン価

格の6万ドル超でマネックスなども人気化。半面、明和産業は株

式売出による需給悪化が警戒視され、イビデンは CB 発行に伴

う潜在的な希薄化をマイナス視。ラクーンは業績・配当予想の下

方修正が嫌気される。 

先週末の米国市場ではナスダック指数が大幅続伸、SOX 指

数も4.3％の上昇となっている。週明けの日経平均は4万円を上

回る水準でのスタートが想定される。ただ、日経平均の上昇に

は過熱感が一段と強まっている中、4 万円乗せによる達成感も

強まってくるとみられ、一旦は調整に転じてくる可能性も高いと

考える。現在相場のリード役となっている半導体関連にも、さす

がに買い疲れ感が台頭してもおかしくないだろう。とりわけ、3月

18-19日にかけては日銀金融政策決定会合が控えている。足元

での株価急伸、円安傾向の継続から、早期のマイナス金利政策

解除に向かう余地は高まっていると意識される。その後の円高

反転が弱材料につながる余地は大きいといえよう。 

投資家の買い意欲が旺盛な中、全体相場が調整に転じた場

合でも、出遅れ銘柄に関心が向かう可能性は高く、急速な株価

の下落は想定しがたい。主力株の中での出遅れ銘柄や大型株

と比較して出遅れ感の強い中小型株などに関心を傾けたい。ま

た、3 月中旬くらいまでは配当権利取りの動きによる株高妙味も

強いとみられ、グロース株からバリュー株への資金シフトなども

想定しておきたい。さらに、日銀会合の接近に伴い、金利高メリ

ットの金融関連株なども注目できよう。国内ではメジャーSQ 以外

に大きなイベントはなく、海外ではFRB議長証言、米雇用統計、

ECB 理事会などが注目イベントとなる。ほか、株主総会の接近

に伴い、公募増資実施などは減少も、政策保有株削減につなが

る株式売出増加などは需給面での警戒材料となる。 

買い先行後は過熱感・達成感からの調整余地も、出遅れ銘柄などに関心シフトへ 

先週動いた銘柄・セクター（東証プライム） 

今週のポイント 
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日経平均株価 
 

 

 

 

 
■日々の値動きは荒くなる方向にあるとみられる 

 
 

  

 

 

  

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上値を伸ばす、一目均衡表は転換線・基準線が上向き 

先週（2月26日-3月1日）の日経平均株価は5週連続で上昇

した。1週間の上げ幅は812.14円（前週611.44円）だった。 

 

東証と大阪取引所の投資部門別売買状況では、現物・先物合

算で海外投資家は2月3週（2月19－22日）、買い越しを継続し

（158億円、前週は2150億円）、現物は売り越しへ転じた（634

億円、前週は2638億円の買い越し）。 

 

先週の日経平均は上値を追った。2月29日の一時39000円割

れを経て、週末3月1日は節目の4万円に迫る39990.23円まで

買い進まれ、ほぼ高値引けした。この間、25日や26週、52週

など主な移動平均線は株価下方で右肩上がりを保ち、上昇トレ

ンド継続を示唆した。 

 

 今週の日経平均は 4 万円への大台替わりを達成し、さらに上

値を伸ばしそうだ。25日線の上向き維持に加え、一目均衡表で

は日足、週足ともに三役好転下で基準線と転換線が上向きで先

週末を迎えており、先週までの高値更新局面の延長が予想され

る。 

 

 先週末終値が25日線を上回る銘柄は日経平均採用225銘柄の

うち163銘柄（前週末2月22日は153銘柄）、東証プライム上

場全銘柄では61％（同60％）といずれも増加。市場全体で短中

期投資家の含み益が厚みを増し、買い余力はさらに強まってい

ると推察される。 

 

 日経平均の移動平均線との乖離率は先週末大引けで25日線比

6.35％と天井到達が意識される8％ラインまで余裕を残した。し

かし、13週線比では12.03％と過熱圏入りとされる10％を超え

ている。先週までの5週連続高による上げ幅は合計4159.75 円

と大きく、大勢強気のチャート形状ではあるが、短期的には反

動安リスクへの留意が必要となろう。 

 

 ボリンジャーバンド（25日ベース）では、+2σ直下の好位置

で先週末を迎えた。-2σから+2σまでの各バンド間隔が広がる5

本線発散が続き、1σ相当の値幅は1356.42円に開いた。日々の

値動きは荒くなる方向にあるとみられ、0.5σ相当の上下700円

程度なら特段の材料がなくても変動し得る点に留意したい。 

 

 上値では、25 週線比 8％高が短期的な上値めど。先週末終値

ベースでは40530.13円だが、25日線の上昇とともに8％高ライ

ンも切り上がっていくこととなろう。下値では、節目の 38500

円から先週安値38876.81円が支持帯として意識される。 

一目均衡表（日経平均） 
■ 基準線 ■ 転換線 ■ 遅行スパン ■先行スパン1 ■先行スパン 2 

テクニカル分析 

円 
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今週の分析銘柄 -1- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/9連 8,728 -0.2% -298 -311 - -53 -

2021/9単 - - - - - - -

2022/9連 10,574 - 932 946 - 802 52.60

2023/9連 13,210 24.9% 1,153 1,238 30.9% 1,096 71.23

2024/9連予 15,860 20.1% 1,270 - - - -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

3/1 終値 1748 円 

目標株価 2100 円 

業種 情報・通信業 

■470万人のフリーランスと、76万社の企業が利用 

 

 国内No.1のクラウドソーシングサービス「Crowd Works」などを

運営する。同サイトでは企業と個人がオンラインで直接つなが

り、仕事を受発注できる。470万人のフリーランスと、76万社の企

業が利用しており、企業の業務プロセスや個人の稼ぎ方に新し

いスタイルを提供している。 

 

■売上総利益の年平均20％以上の拡大を目標とする 

 

 24年9月期第1四半期（23年10-12月）は、流通取引総額が前

年同期比 27.1％増の 69.41 億円、売上総利益は同 31.7％増の

18.39 億円となった。流通取引総額および売上総利益の通期計

画に対する進捗率は約25％となり、順調なスタートとなった。マッ

チングされた業務のカテゴリ別では、WEB 制作/外注領域が前

年同期比 14.5％増の 32.03 億円、エンジニア/デザイナー領域

が同 23.6％増の 26.41 億円、事務/アシスタント領域が同 19.0％

増の 4.80 億円、副業領域が同 11 倍の 4.54 億円となった。中長

期的に売上総利益の年平均 20％以上の拡大を成長目標として

掲げており、26 年9 月期には営業利益は 20 億円、EPS は 85 円

レベルが期待される。成長性を考慮すると株価はこれの PER25

倍程度まで評価が可能と思われ目標株価は 2100 円とする。 

 

★リスク要因 

他社マッチングサイトへ企業および個人の利用が移ることな

ど。 

 

3900：日足 

 

75日線と200日線のゴールデンクロ

スが実現されつつある。 

          

仕事を依頼したい企業と引き受けたい個人をマッチング 

クラウドワークス〈3900〉グロース 

今週の分析銘柄 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -2- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/3単 2,882 54.0% 107 105 - 66 51.61

2021/3単 2,559 -11.2% -183 -186 - -194 -

2022/3単 3,642 42.3% 256 240 - 266 99.19

2023/3単 5,305 45.7% 258 255 6.0% 222 75.54

2024/3単予 6,839 28.9% 668 661 159.3% 449 149.98

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

3/1 終値 5910 円 

目標株価 7000 円 

業種 情報・通信業 

■顧客接点のシステム開発に強み 

 

 セールスフォースやアマゾン・ウェブ・サービス（AWS）などのク

ラウドをプラットフォームにして企業のシステムを開発する。クラ

ウドで開発することで、既にあるソフトウェア資産が利用可能。ま

た、開発期間を短縮し、柔軟性をもった拡張ができる。ユーザー

がサービスとして直接利用する顧客接点となるシステムの開発に

強みを持ち、また、NTTドコモやコマツ、ホンダなど、日本を代表

する大手企業の売上比率が高いことなどが特徴となっている。車

両管理業務の DX クラウドサービスも手掛ける。24 年 3 月期第3

四半期累計期間（23年4-12月）の営業利益は前年同期比3.8倍

の 5.42 億円。引き続き、大手企業や官公庁・公共領域の案件が

業績を貢献している。 

 

■24年3月期営業利益は前期比2.5倍予想 

 

 2 月6 日に通期業績予想を上方修正し、営業利益は前期比2.6

倍となる 6.68 億円を見込む。年平均売上高成長率 30％とした成

長戦略により26年3月期に売上高100億円以上達成が目標。27

年 3 月期には東証プライムへの市場変更を目指しており、今後

の成長が期待される。株価は好決算と業績予想上方修正を受け

堅調だ。次の大台となる 7000 円を目標株価としたい。 

 

★リスク要因 

人材獲得競争の激化など。 

4414：日足 

 

好業績を映し水準訂正の動き。 

          

システムをクラウドで開発、27年3月期プライム上場目指す 

フレクト〈4414〉グロース 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -3- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/3連I 10,011,774 -10.0% -113,061 -135,764 - -187,946 -

2021/3連I 7,658,011 -23.5% 254,175 230,891 - 113,998 35.48

2022/3連I 10,921,759 42.6% 785,905 771,789 234.3% 537,117 167.27

2023/3連I 15,016,554 37.5% 281,285 257,435 -66.6% 143,766 46.57

2024/3連I予 14,000,000 -6.8% 420,000 400,000 55.4% 240,000 79.61

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

3/1 終値 656.2 円 

目標株価 800 円 

業種 石油・石炭製品 

■国産バイオエタノール、グリーン水素の事業化目指す 

 

TOPPAN ホールディングス<7911>と共同開発契約を締結し、

古紙を原料とした国産バイオエタノールの事業化に向けた実証

事業を開始すると発表。事業採算性を見極め、2030 年度以降の

事業化を目指す。また、出光興産<5019>、北海道電力<9509>と

共同で、北海道苫小牧西部エリアにおける国産グリーン水素サ

プライチェーン構築事業の実現に向けた検討を行うことで合意し

ており、豊富な再生可能エネルギーを活用して製造したグリーン

水素を、地域の工場などにパイプラインで供給するサプライチェ

ーンの構築を目指す。脱炭素社会・循環型社会の実現に向けた

取り組みに注目したい。 

 

■目標株価はPER10倍水準の800円 

 

株価は緩やかに上昇する 25 日線を支持線としたトレンドを継

続しており、2 月以降の上昇によって昨年 9 月以来の高値を更

新。2018年9月高値900.9 円から2020 年3 月安値320.1円まで

の下落幅の半値戻しを達成している。目標株価は PER10 倍水準

の 800 円とする。なお、中長期的なターゲットとしては 18 年9 月

高値が意識されてこよう。 

 

★リスク要因 

国内石油製品需要の減少。 

5020：日足 

 

25 日線を支持線としたトレンドを継

続。 

          

脱炭素社会・循環型社会の実現に向けた取り組みを材料視 

ENEOSホールディングス〈5020〉プライム 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -4- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/3単 - - - - - - -

2021/3連 99,746 - 1,552 1,969 - 1,469 10.91

2022/3連 117,009 17.3% 8,463 9,050 359.6% 7,480 55.40

2023/3連 192,767 64.7% 21,711 23,440 159.0% 19,763 587.02

2024/3連予 217,000 12.6% 31,500 31,500 34.4% 22,500 127.79

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

3/1 終値 3855 円 

目標株価 5666 円 

業種 電気機器 

■先端テクノロジーでの製品売上が増加 

 

 富士通とパナソニックの SoC 事業が統合して 2015 年に設立し

た、工場を持たないファブレス企業。SoC（System on a Chip）は、

CPU やメモリなど複数の機能を一つのチップに実装した半導体

チップ。装置の小型化や軽量化、省電力化、製造コストの低減な

どが図れることから、需要が拡大している。同社は、顧客ごとに製

品の企画段階から参画し開発を進める。24 年3 月期第3 四半期

累計期間（2023年4-12月）の営業利益は前年同期比66.8％増の

279.44 億円。20 年3 月期以降に獲得した商談の開発が完了し、

量産段階に移行していることから、特に先端テクノロジーでの製

品売上が増加している。 

 

■「チップレット」の展開に期待 

 

 1 月30 日に通期計画を上方修正し、営業利益は前期比45.1％

増の 315 億円となる見込み。第 4 四半期の為替レートは、1 ドル

＝125 円前提。今、注目されているのが、必要な部分だけ最先端

プロセスで製造する「チップレット」だ。同社は 2 ナノプロセスの

チップレット開発で台湾 TSMC や英アームと提携するなど、この

分野に注力しており、今後の成果に期待したい。株価は上昇基

調となっている。やや中期的ではあるが、昨年来高値5666円（株

式分割を考慮）を目標株価としたい。 

 

★リスク要因 

想定を超える中国の景気低迷など。 

6526：日足 

 

 昨年12 月以降は反騰局面に。 

          

SoCが主力のファブレス企業、台湾TSMCや英アームと提携 

ソシオネクスト〈6526〉プライム 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -5- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/9連 12,708 -52.2% 1,879 1,719 -88.1% 1,136 12.98

2021/9連 14,924 17.4% 5,233 5,148 199.5% 2,946 34.51

2022/9連 59,193 296.6% 11,744 12,466 142.2% 8,475 99.24

2023/9連 71,149 20.2% 18,265 17,989 44.3% 12,466 145.97

2024/9連予 72,700 2.2% 19,000 19,000 5.6% 13,200 154.56

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

3/1 終値 1911 円 

目標株価 2500 円 

業種 証券、商品先物取引業 

■3つの種類のファンドを組成販売 

 

 リースファンド事業、国内不動産ファンド事業、海外不動産ファ

ンド事業の3事業が主力。リースファンド事業は主に中小企業か

ら出資を募り、ファンドは航空機、船舶、海運コンテナを対象に投

資を行う。出資者はファンドの損益を自らの事業の本業と合算す

ることが可能。一般的にこれらのファンドでは投資期間の初期

は、減価償却費の負担が大きいため収支はマイナスとなる。出

資者はこの効果を本業に取り込むことで、利益の繰り延べ（税負

担の繰り延べ）と、インカムゲイン・キャピタルゲインを享受でき

る。海外不動産ファンドにおいても、同様の効果が期待される。

国内不動産ファンド事業では主に富裕層を対象に相続税発生時

に税負担の圧縮効果が大きいファンドなどを組成販売している。 

 

■高いROEに照らし合わせると株価には割安感 

 

 24 年9 月期第1 四半期（23 年10-12 月）は売上高が前年同期

比 40.1％増の 243.93 億円、経常利益が同 21.9％増の 85.95 億

円となり、いずれも四半期として過去最高を更新した。ROE は過

去2 期30％前後で推移し、今期も約30％が見込まれている。高

い ROE を考慮すると、足元株価の割安感は強く、今期予想

EPS154.5 円の PER 約16 倍となる 2500 円を目標株価とする。 

 

★リスク要因 

減価償却や課税評価などのルール変更。 

7148：日足 

 

5 日、25 日、75 日、200 日いずれの

移動平均線も上昇傾向にある。 

          

税負担の繰り延べ、圧縮効果のファンドを組成販売 

FPG〈7148〉プライム 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -6- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/12単 2,516 62.1% -978 -999 - -1,003 -

2021/12単 4,647 84.7% -432 -491 - -495 -

2022/12単 6,573 41.4% 209 214 - 289 6.07

2023/12単 8,167 24.3% 523 519 142.5% 375 7.65

2024/12単予 - - - - - - -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

3/1 終値 2220 円 

目標株価 2600 円 

業種 証券、商品先物取引業 

■23年12月期の営業利益は前期比2.5倍 

 

 全自動で資産運用をするロボアドバイザーサービス「ウェルス

ナビ」を運営。23 年 12 月期の営業利益は前期比 2.5 倍の 5.23

億円に急拡大した。第4四半期（23年10-12月）の営業利益は赤

字化したが、新 NISA 制度に向けて広告宣伝を積極化したことが

要因。広宣費を除く営業利益は 4Q 単体も前年同期比 2.84 億円

増と安定的に成長している。ダイレクト・提携パートナー事業の両

方が成長を牽引しており、預かり資産は 2 月8 日時点で 1 兆500

億円を突破、運用者数も 38.7 万人を超えている。今期配当は無

配予想で、24 年12 月期の業績予想は非開示となっている。 

 

■三菱UFJFGと協業 

 

2 月13 日に三菱UFJFG が同社に約150 億円出資すると報道

され、株価は翌日から急騰。決算発表も相まって 19 日には一時

2500 円まで値を伸ばした。両社は、今年中にロボアドバイザー

事業での協業と Money Advisory Platform（MAP）開発の着手、来

年は MAP リリースと段階的なサービス内容の拡充を目指してい

く。直近 PER・PBR ともに過熱感に乏しく、新ＮＩＳＡも同社事業に

中長期的な追い風となろう。出遅れ感のある業績堅調な新興株

に注目が向かうなか、目先の目標株価は直近高値を超える 2600

円とする。 

 

★リスク要因 

米長期金利の急上昇など。 

7342：日足 

 

 25 日移動平均線に沿って上昇基調

続くか。 

          

広宣費を除く営業利益は前期比41.7％増、新NISAが追い風となるか 

ウェルスナビ〈7342〉グロース 



 

株式会社フィスコ 15

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。 

Vol. 558 Weekly 
2024 03 04 

週刊相場観測誌

Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -7- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/12連 210,559 7.3% 27,893 27,136 10.7% 10,284 93.00

2021/12連 241,446 14.7% 41,097 43,393 59.9% 17,527 159.69

2022/12連 245,696 1.7% 43,746 46,025 6.1% 13,209 123.21

2023/12連 258,643 5.3% 42,471 45,947 -0.2% 14,191 133.33

2024/12連予 - - - - - - -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

3/1 終値 2725.5 円 

目標株価 2995 円 

業種 情報・通信業 

■インターネット金融事業が好調 

 

2月24日に発表した2023年12月期業績は、売上高が前期比

5.3％増の2586.43億円、営業利益は同2.9％減の424.71億円だ

った。インターネット金融事業においては、店頭 FX 取引口座数

は、149.1 万口座(前期比4.5％増)、証券取引口座は 52.3 万口座

(同3.6％増)、CFD 取引口座数は 20.0 万口座(同8.2％増)と増加

している。また、インターネットインフラ事業においては、インタ

ーネット上のデータ量・トランザクションは級数的に増加し、事業

機会も拡大した。2024 年 12 月期業績については、未定としてい

る。金融市場が活況のなか、個人投資家向けのインターネット金

融サービスにおける口座数の増加傾向が見込まれる。 

 

■目標株価は昨年6月高値2995円 

 

株価は 1 月17 日に付けた 2808.5 円をピークに調整基調を継

続しており、2 月22 日には 2459 円まで下落した。ただし、足もと

でリバウンドを強めており、75日、200日線を支持線に変え、一気

に25日線を上放れてきた。1月高値を起点とした下降トレンドライ

ンの上限を捉えており、トレンド転換が意識されてきそうだ。目標

株価は昨年6 月高値2995 円とする。 

 

★リスク要因 

市況のボラティリティ低下。 

9449：日足 

 

75 日、200 日線を支持線に変え、25

日線を上放れ。 

          

インターネットインフラ事業が利益成長をけん引 

GMOインターネットグループ〈9449〉プライム 



 

株式会社フィスコ 16

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。 

Vol. 558 Weekly 
2024 03 04 

週刊相場観測誌

Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -8- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/9単 - - - - - - -

2021/9単 - - - - - - -

2022/9単 - - - - - - -

2023/9連 8,642 - 4,579 4,484 - 2,646 45.89

2024/9連予 15,300 77.0% 7,200 7,196 60.5% 4,677 79.93

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

3/1 終値 7110 円 

目標株価 8000 円 

業種 サービス業 

■着手金や中間報酬を撤廃 

 

 M&A 仲介事業が主力。業界で多く採用されているアドバイザリ

ー契約締結時の着手金や、相手先の確定（マッチング）時の中

間報酬を撤廃し、完全成功報酬制としていることで、競合他社と

のコンペで有利に働くことが多く、同社の優位性となっている。ま

た、創業初期は市販の基幹業務システムを導入していたが、そ

の後、自社開発に切り替え、市販のシステムにはない M&A 特化

のシステムを構築したことで、成約期間の短縮、業務時間の削減

に繋げている。24 年9 月期第1 四半期の連結営業利益は 33.53

億円。連結業績移行前となる前年同期は 13.9 億円だった。既存

の M&A アドバイザーに加え、前期採用したアドバイザーが着実

に成果を出している。 

 

■今期営業利益は前期比57.2％増予想 

 

通期計画では、営業利益は前期比 57.2％増となる 72.00 億円

を見込む。M&A 仲介事業は労働集約型のビジネスモデルであ

り、所属する M&A アドバイザーの増加数が重要指標となる。同

社は前期末に181 名だった M&Aアドバイザー数を 26 年9 月期

には 700 名まで拡大させる計画だ。株価は足もとの好業績や今

後の成長可能性を映し堅調だ。次の大台となる 8000 円を目標株

価としたい。 

 

★リスク要因 

人材獲得競争の激化など。 

9552：日足 

 

第 1 四半期決算発表を受け、水準

訂正の動き加速。 

          

完全成功報酬制や自社開発システムが強み、所属アドバイザーは大幅増へ 

M&A総研ホールディングス〈9552〉プライム 
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Ｍａｒｋｅｔ展望 読者の気になる銘柄 

 
 

 

   

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

円 

（株） 

東京エレクトロン プライム〈8035〉／追随買い先行も過熱感は一段と強まる 

円 

（株） 

先週末は大幅続伸。36000円レベル

のもみ合いを上放れ、日経平均同様に

40000 円の大台が一気に視界に入る

状況となっている。先週末は半導体関

連が一段高、米SOX指数が2.7％の上

昇となったように、米半導体関連株上

昇の流れが波及する格好となった。米

国では1月PCE価格指数がほぼ市場予

想通りとなり、利下げ開始時期の先送

り懸念が後退、半導体などグロース株

の買い安心感につながっている。 

先週末の米国市場では SOX 指数が

4.3％高。一段と上昇ピッチが速まっ

ており、同社など半導体関連全般には

追随買いの動きが先行しよう。ただ、

短期的な過熱警戒感は拭い切れず、日

銀金融政策決定会合も迫っているこ

とで、ここからの上値追いには慎重な

対応が必要だろう。配当権利取りに向

けて、バリュー株へ資金がシフトして

いく可能性なども考慮したい。 

あおぞら銀行 プライム〈8304〉／今後は日銀会合接近が期待材料に 

2月29日には大幅続伸。前日に提出

された大量保有報告書によると、旧村

上ファンド系のアクティビストファ

ンドであるシティインデックスイレ

ブンスが、共同保有者と合わせ同社株

を 5.42％保有していることが明らか

になっている。保有目的は「投資及び

状況に応じて経営陣への助言、重要提

案行為等を行うこと」とされている。

減配の発表で株価は直近急落してい

るが、あらためて配当政策の見直しに

つながる可能性もあるとして材料視

される展開になったようだ。 

先週は地銀の一角が大きく上昇す

る局面もみられた。国内の1月CPIは

総合指数が106.4となり、前年同月比

で 2.0％の上昇、市場予想の 1.8％を

上振れる形に。あらためて日銀の早期

緩和策修正観測も高まる状況のよう

だ。3月の日銀会合接近を受け、政策

修正に対する期待感なども目先の買

い材料につながっていこう。 

読者の気になる



 

株式会社フィスコ 18

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。 

Vol. 558 Weekly 
2024 03 04 

週刊相場観測誌

Ｍａｒｋｅｔ展望 今週のテクニカル妙味銘柄 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かんぽ生命保険  プライム〈7181〉 

日足ベースの一目均衡表。雲下限付

近まで押された2月15日を直近ボトム

に反騰を開始。先週は2月29日に転換

線が上向きに転じて調整終了を示唆

し、週末3月1日は上昇を再開した基

準線を転換線が上抜いて三役好転を示

現し、買い手優勢の地合いを確認する

形となった。昨年11月高値2977.5 円

から 12 月安値までの 3 分の 2 戻し

2793.2円をすでに達成しており、2018

年1月高値3015円を超えて上値を伸ば

す展開が期待できよう。 

カプコン  プライム〈9697〉 

週足ベースのローソク足。先週は3本

連続陽線を描いて2月2週高値を20円

上回る6089 円まで上値を伸ばすととも

に、4週連続で下値を切り上げ、買い意

欲の強さを窺わせた。株価下方では上向

きの13週移動平均線が26週線を下から

上に抜いた。26 週線は緩やかに下降中

のためゴールデンクロスには該当しな

いが、中長期の地合い改善サインとみら

れる。今後は13週線の52週線越えが強

気形状を補強しながら、上値を追う相場

が予想される。 

今週のテクニカ

-13 -26 -52  -200 

基準線  転換線  先行スパンA 先行スパンB 遅行スパン 
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コード 銘柄 市場
3/1
株価
（円）

概要

3655 ブレインパッド プライム 1518 量子アニーリングマシンによる情報処理技術を研究。

3687 フィックスターズ プライム 1983 量子コンピュータの活用支援とシステム開発を手掛ける。

3915 テラスカイ プライム 1540 量子コンピュータ専門の事業子会社「Quemix」を持つ。

4004 レゾナック・HD プライム 3616 量子コンピューティング技術を活用し半導体材料を研究。

4185 JSR プライム 4051 量子コンピュータでIBMやケンブリッジ大学と提携。

4188 三菱ケミカルG プライム 860 慶応大学、日本IBMと量子コンピュータ利用の研究を推進。

6501 日立製作所 プライム 12940 「冷却原子方式」国産量子コンピュータ新会社設立に参画。

6503 三菱電機 プライム 2431.5 「耐量子計算機暗号」の研究開発などを推進。

6521 オキサイド グロース 2845 量子コンピュータ間通信の光関連デバイスを開発・製造。

6597 HPCシステムズ グロース 2423 量子コンピュータベンチャーと資本業務提携。

6965 浜松ホトニクス プライム 5407 「冷却原子方式」国産量子コンピュータ新会社設立に参画。

6701 日本電気 プライム 10335 「冷却原子方式」国産量子コンピュータ新会社設立に参画。

6702 富士通 プライム 23690 「冷却原子方式」国産量子コンピュータ新会社設立に参画。

6758 ソニーG プライム 13215 量子技術によるデータベース検索の高速化研究を推進。

6807 日本航空電子工業 プライム 2723 量子コンピュータ向け非磁性対応コネクターなどを試作。

7203 トヨタ自動車 プライム 3680 量子技術による新産業創出協議会の理事メンバー。

7713 シグマ光機 スタンダード 1540 量子コンピュータ研究で使用の位置決め装置を手掛ける。

7751 キヤノン プライム 4387 量子コンピュータ分野の光コンピューターを研究。

7911 TOPPANHD プライム 3570 耐量子計算機暗号に対応のプライベート認証局を構築。

8035 東京エレクトロン プライム 38380 材料分野で富士通と量子シミュレータ利用を共同研究。

9432 日本電信電話 プライム 180.7 光量子コンピュータ開発を東京大学と推進。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリー考察 

テーマ別分析 

テーマ別分析：「量子コンピュータ」商用化に向けた新会社設立がテーマ性を刺激 

■AI やバイオ医薬開発・宇宙開発技術分野などで貢献期待 

 

大学が共同利用する分子科学の中核的研究拠点として設立された「自然科学研究機構分子科学研究所（分子研）」が2 月 27 日、

「量子コンピュータ」の商用化に向け、NEC<6701>など国内外10社と連携し、2024年度に新会社を設立することを発表した。「冷

却原子方式」と呼ばれる新しいタイプの国産量子コンピュータの実用機の開発を目的としており、株式市場では量子コンピュータ

関連株がにわかに動意づいた。 

昨年 3 月には、国産初の超伝導量子コンピュータ初号機が理化学研究所(埼玉県)で稼働したことが発表されており、AI(人工知

能)やバイオ医薬開発、宇宙開発技術分野などでの貢献が期待され、量子コンピュータ関連株が物色人気を高め、今後も注目が継

続する期待がある。 

下表に掲載した時価総額100億円以上の関連株以外でも、ユビキタスAI<3858>、日本ラッド<4736>、グリッド<5582>、エヌエフ

ホールディングス<6864>などの小型株が豊富であることも量子コンピュータ関連テーマの特徴だ。 

テーマ別分析 

■主な「量子コンピュータ」関連銘柄 

 

出所：フィスコ作成 
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■業績堅調な出遅れ主力株 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

カテゴリー考察 
スクリーニング分析 

過熱感・達成感が意識される中で出遅れ銘柄に注目へ 

■日経平均4 万円大台乗せ後は達成感も意識 

 

日経平均は史上最高値を更新した後も一段高、40000 円の大台が視野に入る状況となっている。過熱感の強まりの中で達成感も

生じる可能性があり、目先は慎重な対応も必要となってこよう。こうした中では出遅れ感の強い銘柄に注目すべきと考える。年初

から日経平均が 19.3％の上昇となる中、逆に 10％以上の下落率となっている銘柄をピックアップ。とりわけ、業績が堅調に推移

している銘柄には、出遅れ狙いの資金流入が強まってくる可能性も高いとみる。 

スクリーニング要件としては、①年初からの株価下落率が10％以上、②時価総額が2000 億円以上、③前期実績、今期見通しと

もに営業増益。 

スクリーニング

出所：フィスコアプリより作成 

 

コード 銘柄 市場
3/1株価

（円）
時価総額
（億円）

株価騰落率
（％）

配当利回り
（％）

予想
1株利益

（円）

2897 日清食品HD プライム 4,392.0 13,553.1 -10.75 1.52 -

3107 ダイワボウHD プライム 2,640.5 2,544.3 -14.46 2.42 75.96

3349 コスモス薬品 プライム 14,485.0 5,794.1 -11.05 0.83 601.03

3391 ツルハHD プライム 11,105.0 5,491.6 -14.08 2.40 532.86

3697 SHIFT プライム 27,780.0 4,947.9 -22.45 - 491.94

4483 JMDC プライム 3,805.0 2,317.3 -10.74 - 103.32

4530 久光製薬 プライム 3,873.0 3,298.4 -10.16 2.19 188.85

6028 テクノプロHD プライム 2,988.0 3,239.6 -19.57 2.68 156.23

6532 ベイカレント・コンサルティング プライム 3,256.0 5,060.2 -34.24 1.23 166.40

7071 アンビスHD プライム 2,470.0 2,414.6 -17.80 0.16 74.02

7550 ゼンショーHD プライム 6,544.0 10,134.2 -11.44 0.76 192.53

8111 ゴールドウイン プライム 8,902.0 4,223.8 -12.17 1.29 481.72

（注）株価騰落率は昨年末比
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■来期の営業利益については、反発型よりも堅調型の銘柄がアウトパフォームする傾向 

大和証券は「3Q決算後は堅調型の営業増益率が高い銘柄」に注目している。同証券は過去に、営業増益率（来期予想）が高い銘

柄には「反発型」と「堅調型」の2つのパターンがあり、3Q決算後の株価は堅調型の方がアウトパフォームすることを示していた。

なお、同証券では、「反発型」は「営業増益率（今期予想）：低、営業増益率（来期予想）：高」、「堅調型」は「営業増益率（今期

予想）：高、営業増益率（来期予想）：高」と定義している。今回、2、3月決算期企業の3Q決算発表が一巡したタイミングで堅調

型の銘柄をスクリーニングし、今後3ヵ月間において高いリターンが期待されると注目している。 

コード 銘柄略称 業種
時価総額
（億円）

営業増益率
(今期予想)

営業増益率
(来期予想)

ROE
PER

（倍）
3カ月

リターン

9601 松竹 情報・通信業 1,403 200.0% 79.1% 2.0% 79.3 5.2%

7240 NOK 輸送用機器 3,652 23.6% 56.9% 4.9% 14.2 12.2%

5938 LIXIL 金属製品 5,634 11.7% 54.5% 3.9% 23.3 10.5%

3923 ラクス 情報・通信業 3,963 107.4% 45.1% 58.4% 71.0 -15.1%

3880 大王製紙 パルプ・紙 1,858 200.0% 44.4% 4.0% 19.6 2.1%

3401 帝人 繊維製品 2,482 33.3% 43.5% 2.7% 21.8 -6.8%

4902 コニカミノルタ 電気機器 2,337 200.0% 43.5% 2.4% 20.3 -2.2%

7259 アイシン 輸送用機器 16,240 88.5% 42.1% 7.5% 12.4 0.7%

6472 NTN 機械 1,576 37.3% 33.3% 7.0% 10.3 5.3%

7550 ゼンショーHD 小売業 10,494 80.5% 31.4% 33.7% 26.9 -26.5%

2432 ディー・エヌ・エー サービス業 1,526 72.7% 28.6% 4.7% 14.5 -15.5%

4043 トクヤマ 化学 1,695 57.8% 26.7% 9.6% 7.7 -0.9%

4042 東ソー 化学 6,661 14.2% 24.5% 9.3% 9.7 6.0%

3397 トリドールHD 小売業 3,699 38.3% 24.0% 9.5% 56.3 -3.0%

9024 西武HD 陸運業 6,988 59.7% 23.7% 9.9% 18.9 18.6%

9201 日本航空 空運業 12,021 74.9% 22.9% 13.8% 10.7 -4.8%

7313 テイ・エステック 輸送用機器 2,679 26.9% 22.2% 4.4% 20.2 11.0%

6532 ベイカレント サービス業 4,833 17.1% 20.3% 52.8% 16.0 -35.2%

2222 寿スピリッツ 食料品 3,043 40.5% 18.2% 43.4% 26.5 -19.3%

5901 東洋製罐グループHD 金属製品 4,382 120.9% 18.2% 3.9% 17.4 4.4%

8905 イオンモール 不動産業 4,164 28.3% 17.9% 7.6% 12.4 6.0%

9706 日本空港ビルデング 不動産業 5,464 200.0% 16.9% 12.8% 28.5 -15.2%

5411 JFEHD 鉄鋼 15,398 21.7% 16.4% 10.2% 7.1 8.8%

4523 エーザイ 医薬品 18,266 24.1% 16.2% 5.7% 40.0 -20.0%

6594 ニデック 電気機器 34,107 57.1% 15.4% 10.8% 23.3 -1.1%

3099 三越伊勢丹HD 小売業 8,423 51.2% 14.8% 7.6% 20.3 24.4%

1417 ミライト・ワン 建設業 1,826 17.6% 14.3% 8.2% 9.0 -5.1%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリー考察 

先週の話題レポート 

3Q 決算後は堅調型の営業増益率に注目 

先週の話題レポ

ート 

「堅調型に該当した銘柄」（大和証券） 

 

（出所）東洋経済、日経、Bloombergをもとに大和証券作成 

（注）TOPIX500（2、3月決算期）ユニバース。営業増益率（今期予想）、営業増益率（来期予想）、時価総額は2024年2月22日時点。営業増益率

はローゼンバーグ方式で算出。PER、ROEは時間加重予想で2024年2月22日時点。3ヵ月リターンは2023年11月22日を起点に2024年2月22

日までで算出。ソートは営業増益率（来期予想）の降順。紙面のスペースの都合上、上位27銘柄を掲載している。 
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2 月 22日時点の2市場信用残高は、買い残高が658億円増

の4兆50億円、売り残高が399億円増の1兆614億円。買い

残高が2週間ぶりに増加、売り残高は4週連続の増加となった。

また、買い方の評価損益率は-5.57％から-4.77％、売り方の評

価損益率は+2.41％から+1.84％に。なお、信用倍率は 3.86 倍

から3.77倍。 

この週（2月19日－22日）の日経平均は前週末終値比611.44

円高の39098.68円。週初から週半ばまでは上げ一服で3日続

落。日経平均上昇のけん引役だった半導体株について、エヌビ

ディアの決算発表待ちが影響し積極的な買いが手控えられた

ことも大きな要因だった。ただ、大型株を中心に押し目を買う

動きは活発で、日経平均は38000円台を割ることなく推移。そ

して、22 日未明についにエヌビディアが決算を発表、市場予

想を上回る内容だったことから時間外取引で大幅高となった。

東京市場も手控えられていた半導体株中心に買いが向かい、つ

いに日経平均は終値ベースの史上最高値 38915.87 円、取引ベ

ースの史上最高値 38957.44 円ともに更新。時間外で米国株先

物が大幅高となったこともあり、日経平均は史上初となる

39000円台に乗せ、終値ベースでも明確に史上最高値を更新。

個別では、センコーGHD<9069>が一気に売り長の需給となっ

た。2月19日に株式売出537万9200株、オーバーアロットメ

ントによる売出80万6800株を行うと発表。同時に発行済み株

式数の1.00％にあたる150万株、17億円を上限とした自社株

買いも発表したが、需給悪化懸念が優勢で、ヘッジ対応の新規

売りが積み上がった。また、東宝<9602>については、ノーリス

クで株主優待を狙ったヘッジ対応の新規売りが積み上がった

格好である。そのほか、イズミ<8273>も優待狙いの面はあった

が、システム障害による新店開業延期、決算発表の延期などが

嫌気され新規売りが積み上がった影響が大きい。 
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コード 市場 銘柄
3/1終値

（円）
信用買残
（2/22：株）

信用売残
（2/22：株）

信用倍率
（2/22：倍）

信用買残
（2/16：株）

信用売残
（2/16：株）

信用倍率
（2/16：倍）

9069 東証プライム センコーＧＨＤ 1,064.0 590,800 1,335,800 0.44 244,300 51,000 4.79

9602 東証プライム 東宝 4,869.0 324,800 469,100 0.69 370,600 87,200 4.25

2292 東証プライム Ｓ　Ｆｏｏｄｓ 3,070.0 27,200 358,300 0.08 26,800 64,700 0.41

6958 東証プライム 日本ＣＭＫ 632.0 1,695,900 2,693,500 0.63 179,400 57,100 3.14

8273 東証プライム イズミ 3,443.0 55,500 361,500 0.15 48,600 69,200 0.70

3116 東証プライム トヨタ紡織 2,406.0 1,259,200 847,500 1.49 1,257,800 193,200 6.51

9001 東証プライム 東武 3,883.0 165,600 435,900 0.38 122,000 74,400 1.64

2742 東証プライム ハローズ 4,500.0 28,900 643,100 0.04 42,800 376,200 0.11

8278 東証プライム フジ 1,851.0 64,300 2,711,000 0.02 144,500 2,555,900 0.06

7267 東証プライム ホンダ 1,805.5 12,042,100 1,593,000 7.56 13,358,100 646,700 20.66

3543 東証プライム コメダ 2,700.0 200,800 1,163,500 0.17 178,200 445,800 0.40

9948 東証プライム アークス 3,040.0 21,200 2,103,400 0.01 34,500 1,547,700 0.02

8167 東証プライム リテールＰＴ 1,744.0 36,500 1,734,500 0.02 42,000 1,036,900 0.04

8008 東証プライム ４℃ＨＤ 1,881.0 163,500 863,100 0.19 162,100 430,200 0.38

3222 東証スタンダード Ｕ．Ｓ．Ｍ．Ｈ 981.0 161,300 2,702,200 0.06 192,600 1,631,100 0.12

  

   

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリー考察-信用需給動向 

Market Data 

史上最高値更新で市場活況のなか信用買い残は 4 兆円に 

取組みが改善した銘柄 

信用倍率（倍） 

信用残高 金額ベース 単位：百万円 

信用需給動向 
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コラム：波乱の 3 月ドル円相場 

日米中銀の政策決定やそれに影響を与える重要イベントが

重なり、今月のドル・円相場は波乱の展開が予想されます。ド

ル選好地合いが続くなか、日本のインフレや春闘、金融政策

運営が注目されます。円安に振れれば 2022 年の高値を上抜

け、新高値の可能性があります。 

 

ドル・円は 2 月13 日に 150 円台に浮上後、月末まで底堅い

値動きが続きました。鈴木財務相をはじめとする政府の円安

けん制でドルは早めの利益確定売りに下押されるものの、

150 円を下回ると押し目買いが入り相場は下値の堅さが意識

されています。連邦準備制度理事会（FRB)当局者から政策金

利の早期引き下げに慎重なスタンスが相次いで示され、利下

げの後ずれをにらんだドル買いが背景にあります。 

 

焦点となるのは13日に予定される自動車・電機大手の賃上

げ集中回答。2023 年は 30 年ぶりの高い伸びを記録し、24 年

は連合がそれを上回る高水準を目標に掲げています。日銀は

賃金上昇を伴う 2％の物価目標を達成できれば大規模緩和の

修正に乗り出す方針で、市場は 18-19 日開催の金融政策決定

会合でのマイナス金利解除を想定。そうしたシナリオなら、円

買いがドルを下押しする見通しです。 

 

ただ、日銀は政策変更には慎重とみられ、現行の政策維持

なら円売りが強まるでしょう。日本の1月消費者物価指数（コア

指数）は前年比+2.0％と前回から低下しており、日本のインフ

レ率失速は鮮明に。3月22日発表の日本の2月CPIコア指数

は目標である前年比 2％台の水準を維持できるか微妙です。

日銀当局者から金融正常化に前向きな発言が聞かれました

が、修正の思惑後退なら円売り再開でしょう。 

 

一方、米 FRB 当局者から早期利下げに否定的な見解が相

次いでいます。3 月 12 日発表の米 2 月 CPI は伸びの鈍化の

ペースが想定よりも緩慢とみられ、同19-20日のFOMCでは、

改めて引き締め的な政策を堅持するとの見方が広がりつつあ

ります。また、堅調な米経済指標を受けソフトランディングへ

の期待感でドル買いが入りやすいほか、NY 株式市場の強気

相場による円売りもドルの押し上げ要因となります。 

 

日経平均株価は過去最高値を更新しましたが、ドル・円も

2022年10月の高値151円94銭を更新する可能性が出てきま

した。日本政府の為替介入への警戒感から151円台は上値が

重くなるとみられますが、鈴木財務相は「水準ではなく勢い」と

指摘。ドルは151円後半の攻防を経て、さらに上値を試す展開

も想定しておく必要がありそうです。 

 

※あくまでも筆者の個人的な見解であり、弊社の見解を代表

するものではありません。 

 

連載コラム 
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Ｍａｒｋｅｔ展望 経済カレンダー - 1 

Market Data 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経済カレンダー 

3月4日～3月10日※全て日本時間で表示 

日付 曜日 時間 内容

3月4日 月 08:50 設備投資(10-12月)

08:50 企業売上高(10-12月)

08:50 企業利益(10-12月)

08:50 マネタリーベース(2月)

10:10 国債買い入れオペ(残存1-3年、残存10-25年、残存25年超)(日本銀行)

16:00 トルコ・CPI(2月)

16:30 スイス・消費者物価指数(2月)

17:00 ブ・FIPE消費者物価指数(2月)

20:25 ブ・週次景気動向調査

米・フィラデルフィア連銀総裁が講演

米・大統領選の共和党ノースダコタ州党員集会

中・人民政治協商会議(政協)が開幕

豪・東南アジア諸国連合(ASEAN)首脳会議(6日まで)

3月5日 火 08:00 韓・GDP(10-12月)

08:30 東京CPI(2月)

09:30 サービス業PMI(2月)

09:30 総合PMI(2月)

09:30 豪・経常収支(10-12月)

10:45 中・財新サービス業PMI(2月)

10:45 中・財新総合PMI(2月)

13:00 植田日本銀行総裁がFIN/SUM 2024であいさつ

14:00 印・サービス業PMI(2月)

14:00 印・総合PMI(2月)

18:00 欧・ユーロ圏サービス業PMI(2月)

18:00 欧・ユーロ圏総合PMI(2月)

18:30 南ア・GDP(10-12月)

19:00 欧・ユーロ圏生産者物価指数(1月)

22:00 ブ・サービス業PMI(2月)

22:00 ブ・総合PMI(2月)

24:00 米・ISM非製造業景況指数(2月)

24:00 米・耐久財受注(1月)

24:00 米・製造業受注(1月)

米・大統領選「スーパーチューズデー」

中・全国人民代表大会(全人代、国会に相当)が開幕

独・5年債入札

英・3年債入札

3月6日 水 09:30 豪・GDP(10-12月)

16:00 独・貿易収支(1月)

19:00 欧・ユーロ圏小売売上高(1月)

20:30 ブ・経常収支(1月)

20:30 ブ・海外直接投資(1月)

21:00 ブ・鉱工業生産(1月)

22:15 米・ADP全米雇用報告(2月)

23:45 加・カナダ銀行(中央銀行)が政策金利発表

24:00 米・卸売在庫(1月)

24:00 米・JOLTS求人件数(1月)

27:00 ブ・貿易収支(2月)

米・パウエル連邦準備制度理事会(FRB)議長が下院金融委員会で証言

米・サンフランシスコ連銀総裁が基調講演

米・地区連銀経済報告(ベージュブック)公表

米・ミネアポリス連銀総裁が米紙WSJの討論会に参加

米・大統領選挙の民主党ハワイ州党員集会

英・春季財政報告
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Ｍａｒｋｅｔ展望 経済カレンダー - 2 

Market Data 
 

 

 

 

 

 

 

3月4日～3月10日※全て日本時間で表示 

日付 曜日 時間 内容

3月7日 木 08:30 毎月勤労統計-現金給与総額(1月)

08:30 実質賃金総額(1月)

08:50 対外・対内証券投資(先週)

09:30 豪・貿易収支(1月)

10:30 中川日銀審議委員が島根県金融経済懇談会で講演、同記者会見

11:00 東京オフィス空室率(2月)

15:45 スイス・失業率(2月)

16:00 独・製造業受注(1月)

20:00 ブ・FGV消費者物価指数(IGP-DI)(2月)

20:30 ブ・基礎的財政収支(1月)

20:30 ブ・純債務対GDP比(1月)

22:15 欧・欧州中央銀行(ECB)が政策金利発表、ラガルド総裁が記者会見

22:30 加・貿易収支(1月)

22:30 米・新規失業保険申請件数(先週)

22:30 米・貿易収支(1月)

29:00 米・消費者信用残高(1月)

連合が24年春季生活闘争(春闘)の要求集計結果公表・記者会見

中・貿易収支(2月)

中・外貨準備高(2月)

米・バイデン大統領が一般教書演説

米・パウエルFRB議長が上院銀行委員会で証言

米・クリーブランド連銀総裁が講演

3月8日 金 08:30 家計支出(1月)

08:50 国際収支(経常収支)(1月)

08:50 銀行貸出動向(含信金前年比)(2月)

08:50 貸出動向 銀行計(2月)

10:10 国債買い入れオペ(残存1-3年、残存3-5年、残存5-10年)(日本銀行)

14:00 景気先行CI指数(1月)

14:00 景気一致指数(1月)

14:00 景気ウォッチャー調査 先行き判断(2月)

14:00 景気ウォッチャー調査 現状判断(2月)

16:00 独・鉱工業生産指数(1月)

19:00 欧・ユーロ圏GDP確定値(10-12月)

20:00 ブ・FGV消費者物価指数(IPC-S)(先週)

20:30 ブ・融資残高(1月)

20:30 ブ・個人ローン・デフォルト率(1月)

20:30 ブ・ローン残高(1月)

22:30 加・失業率(2月)

22:30 米・非農業部門雇用者数(2月)

22:30 米・失業率(2月)

22:30 米・平均時給(2月)

米・つなぎ予算失効期限

米・ニューヨーク連銀総裁が討論会に参加

3月9日 土 11:00 スペースワンがカイロスロケット初号機打ち上げ予定

10:30 中・消費者物価指数(2月)

10:30 中・生産者物価指数(2月)

中・資金調達総額(2月、15日までに)

中・マネーサプライ(2月、15日までに)

中・元建て新規貸出残高(2月、15日までに)

3月10日 日 米・夏時間開始
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日米主要経済指標のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■（米）2 月ISM 非製造業景況指数 

5 日（月）日本時間6 日午前0 時発表予定 

 

（予想は、53.0） 参考となる1月実績は53.4と12月実績を上回った。新規受注の増加と雇用回復が要因。2月については、

新規受注は1月実績を下回る見込みであるものの、投入価格指数や雇用指数の高止まりが予想されるため、1月実績に近い水準

となる可能性がある。 

 

-------------------------------------------------------------------- 

■（欧）欧州中央銀行（ECB）理事会 

7 日（木）午後10 時15 分発表予定 

 

（予想は、政策金利の据え置き） ECB のデギンドス副総裁は、「利下げを開始する前にさらにデータを確認する必要がある」

との考えを示しており、理事会メンバーの大半が同じ考えであることから、利下げ開始は6月になるとの見方が多いようだ。 

 

-------------------------------------------------------------------- 

■（米）1 月貿易収支 

7 日（木）午後10 時30 分発表予定 

 

（予想は、－617億ドル） 参考となる12月実績は－622億ドル。石油輸出額は過去最高を記録しており、貿易収支の改善に寄

与した。1月については工業用品と消費財の輸入額はやや増えるものの、石油輸出はまずまず順調であることから、貿易赤字が

拡大する可能性は低いとみられる。 

 

------------------------------------------------------------------- 

■（米）2 月雇用統計 

8 日（金）午後10 時30 分発表予定 

 

（予想は、非農業部門雇用者数は前月比＋18.0万人、失業率は3.7％） 2月の非農業部門雇用者数は1月実績を下回る見込み

だが、それでも15万人超の雇用増が予想されており、雇用情勢は引き続き良好であることを示唆するデータになりそうだ。失

業率は横ばいが予想される。 

 

-------------------------------------------------------------------- 

 

 

 

 

 

 

 

 

日米主要経済指標のポイント
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日付 コード 銘柄 上場部名 時刻

3月4日 3172 ティーライフ スタンダード －

8057 内田洋行 プライム －

9824 泉州電業 プライム －

3月5日 2910 ロック・フィールド プライム －

7265 エイケン工業 スタンダード －

7590 タカショー スタンダード －

3月6日 7064 ハウテレビジョン グロース －

7196 Ｃａｓａ スタンダード －

3月7日 1928 積水ハウス プライム －

3180 ビューティガレージ プライム －

3854 アイル プライム －

7435 ナ・デックス スタンダード －

8842 東京楽天地 プライム －

3月8日 1433 ベステラ プライム －

1873 日本ハウスホールディングス プライム －

2353 日本駐車場開発 プライム －

2991 ランドネット スタンダード －

3193 鳥貴族ホールディングス プライム －

3248 アールエイジ スタンダード －

3662 エイチーム プライム －

3733 ソフトウェア・サービス スタンダード －

3843 フリービット プライム －

3903 ｇｕｍｉ プライム －

4238 ミライアル スタンダード －

4268 エッジテクノロジー グロース －

4334 ユークス スタンダード －

4382 ＨＥＲＯＺ スタンダード －

4441 トビラシステムズ スタンダード －

4996 クミアイ化学工業 プライム －

5218 オハラ スタンダード －

6040 日本スキー場開発 グロース －

6049 イトクロ グロース －

6656 インスペック スタンダード －

6778 アルチザネットワークス スタンダード －

7279 ハイレックスコーポレーション スタンダード －

7804 ビーアンドピー スタンダード －

8917 ファースト住建 スタンダード －

9242 メディア総研 グロース －

9678 カナモト プライム －

9692 シーイーシー プライム －

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※なお、下記のカレンダーはあくまでも予定で企業の都合により変更される可能性があります。 

決算カレンダー 
Market Data 

 

決算カレンダー 
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Ｍａｒｋｅｔ展望

日付 証券会社 コード 社名 レーティング 目標株価（円）

2月26日 モルガン 7545 西松屋チェ OVERWEIGHT新規 2500

8218 コメリ OVERWEIGHT新規 3900

東海東京 6995 東海理電 NEUTRAL→OUTPERFORM格上げ 2220→3000

野村 7780 メニコン BUY新規 2900

2月27日 いちよし 6788 日本トリム A新規 6500

シティ 4578 大塚ＨＤ 2→1格上げ 6100→7400

大和 9533 東邦瓦斯 3→2格上げ 2860→3330

2月28日 いちよし 1786 オリエンタル白石 B→A格上げ 370→490

6266 タツモ B→A格上げ 3300→5100

7775 大研医器 A新規 1100

みずほ 8919 カチタス 中立→買い格上げ 2200→2250

モルガン 4301 アミューズ OVERWEIGHT新規 5300

6113 アマダ OVERWEIGHT新規 2300

6141 ＤＭＧ森精機 OVERWEIGHT新規 4000

6305 日立建機 OVERWEIGHT新規 5900

6326 クボタ OVERWEIGHT新規 3100

6407 ＣＫＤ OVERWEIGHT新規 3400

6432 竹内製作 OVERWEIGHT新規 7400

6472 ＮＴＮ OVERWEIGHT新規 490

6473 ジェイテクト OVERWEIGHT新規 2300

岡三 9719 ＳＣＳＫ 中立→強気格上げ 2750→3150

2月29日 モルガン 9090 ＡＺ－ＣＯＭ丸和HD UNDERWEIGHT→EQUALWEIGHT格上げ 1400→1500

東海東京 9048 名鉄 NEUTRAL→OUTPERFORM格上げ 2510→2570

野村 1802 大林組 NEUTRAL→BUY格上げ 1270→1800

3月1日 ＪＰモルガン 5019 出光興産 NEUTRAL→OVERWEIGHT格上げ 640→1150

5021 コスモエネＨＤ NEUTRAL→OVERWEIGHT格上げ 4500→6000

9142 JR九州 NEUTRAL→OVERWEIGHT格上げ 3400→4100

ＳＭＢＣ日興 3659 ネクソン 2→1格上げ 3100→3400

モルガン 1605 INPEX OVERWEIGHT新規 2900

5021 コスモエネＨＤ OVERWEIGHT新規 9120

9005 東急 EQUALWEIGHT→OVERWEIGHT格上げ 1800→2300

9503 関西電力 OVERWEIGHT新規 2770

9504 中国電力 OVERWEIGHT新規 1930

9506 東北電力 OVERWEIGHT新規 2000

9532 大瓦斯 OVERWEIGHT新規 3740

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

格上げ・買い推奨 

※下記のレーティングや目標株価は証券各社が発表したもののうち、フィスコが把握したものを集計しています。 

格上げ・買い推奨 

レーティング

レーティング 

格上げ・買い推奨 
 



 

株式会社フィスコ 7 

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。 

Vol. 558 Weekly 
2024 03 04 

週刊相場観測誌

Ｍａｒｋｅｔ展望

日付 証券会社 コード 社名 レーティング 目標株価（円）

2月26日 モルガン 7445 ライトオン UNDERWEIGHT新規 360

東海東京 9065 山九 OUTPERFORM→NEUTRAL格下げ 6070→5500

野村 4970 東洋合成 BUY→NEUTRAL格下げ 8500→10400

2月27日 ＪＰモルガン 7269 スズキ OVERWEIGHT→NEUTRAL格下げ 7300→7000

2月28日 SMBC日興 4151 協和キリン 1→2格下げ 3000

いちよし 2130 メンバーズ A→B格下げ 2000→1000

モルガン 6135 牧野フライス UNDERWEIGHT新規 5100

6367 ダイキン工 UNDERWEIGHT新規 20000

6471 日本精工 UNDERWEIGHT新規 760

大和 6645 オムロン 2→3格下げ 9700→5500

3月1日 シティ 6523 ＰＨＣＨＤ 1→2格下げ 1800→1200

モルガン 9513 Ｊパワー UNDERWEIGHT新規 1220

9533 東邦瓦斯 UNDERWEIGHT新規 2130

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

格下げ・売り推奨 

※下記のレーティングや目標株価は証券各社が発表したもののうち、フィスコが把握したものを集計しています。 

レーティング 

格下げ・売り推奨 
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個人 単位：億円 外国人 単位：億円

生・損保 単位：億円 信託銀 単位：億円

投信 単位：億円 事業法人 単位：億円
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投資主体別売買動向 - 1 

総括コメント 

2月第3週の投資主体別売買動向によると、外国人投資家は総合で158億円と買い越しを継続した。現物は売り越しに転じ、TOPIX

先物は買い越しを継続、225先物は売り越しを継続した。個人投資家は総合で1247億円と売り越しを継続した。 

そのほか、投信は1652 億円と買い越しを継続し、都地銀は1377 億円と売り越しを継続した。生・損保は24億円と売り越しを

継続し、事法は873億円と買い越しを継続し、信託は1046億円と売り越しを継続した。 

なお、自己は現物で買い越しを継続し、TOPIX先物と225先物は売り越しを継続し、総合で2015億円と買い越しを継続した。こ

の週の裁定残は前週末比3387.55億円増（買い越し）とネットベースで1兆9218.39億円の買い越しとなった（買い越し幅増加）。

週間の騰落率は日経平均で1.59％の上昇だった。 

2 月第 3 週：外国人投資家は総合で買い越しを継続 

投資主体別売買動向
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単位：億円

日付 自己 個人 外国人 投信 事業法人 生・損保 都地銀 信託銀

23/11/13 2,780 ▲5,143 3,224 ▲832 1,063 ▲150 ▲360 ▲253

23/11/20 ▲2,515 ▲730 ▲108 ▲347 1,587 ▲155 ▲269 2,347

23/11/27 349 344 ▲3,625 1,361 1,450 74 ▲143 ▲75

23/12/04 ▲2,677 3,775 ▲5,468 744 1,692 ▲18 268 1,252

23/12/11 ▲2,286 ▲3,287 2,529 138 2,866 2 ▲287 260

23/12/18 1,814 ▲2,010 558 ▲276 2,051 ▲89 ▲388 ▲2,047

23/12/25 5,337 ▲2,518 ▲2,263 254 ▲77 ▲90 ▲198 ▲902

24/01/04 ▲1,608 ▲551 1,592 43 611 ▲242 ▲56 62

24/01/09 3,003 ▲10,682 9,589 ▲1,165 1,300 ▲245 ▲1,000 ▲89

24/01/15 2,879 ▲2,066 3,894 ▲2,387 437 ▲7 ▲602 ▲1,825

24/01/22 ▲2,296 2,897 4,055 ▲1,482 601 22 ▲324 ▲3,655

24/01/29 709 503 1,775 ▲2,016 663 90 ▲380 ▲1,401

24/02/05 2,050 2,069 3,777 ▲2,789 1,639 ▲255 ▲723 ▲5,476

24/02/12 6,224 ▲2,780 2,638 ▲971 664 ▲183 ▲506 ▲4,524

24/02/19 5,063 ▲1,138 ▲634 ▲671 892 28 ▲710 ▲2,204

単位：億円

日付 自己 個人 外国人 投信 事業法人 生・損保 都地銀 信託銀

23/11/13 ▲2,090 194 2,100 183 6 ▲83 20 ▲351

23/11/20 1,570 ▲34 ▲3,100 ▲192 6 ▲9 10 1,769

23/11/27 900 78 ▲800 ▲230 ▲15 ▲218 53 390

23/12/04 ▲1,000 ▲540 6,000 ▲1,600 ▲0 50 ▲170 ▲3,200

23/12/11 690 292 ▲600 ▲180 6 19 94 ▲354

23/12/18 ▲920 23 ▲1,200 15 0 19 ▲3 2,116

23/12/25 ▲5,770 ▲118 3,900 98 ▲0 9 ▲196 2,065

24/01/04 1,150 ▲2 ▲1,000 ▲82 ▲6 26 20 34

24/01/09 ▲1,900 100 1,600 1,042 4 38 ▲32 ▲921

24/01/15 1,500 154 ▲900 453 7 56 ▲262 ▲1,030

24/01/22 8,457 49 ▲9,046 21 ▲11 2 ▲235 735

24/01/29 2,950 ▲189 ▲2,400 ▲179 ▲1 52 480 ▲720

24/02/05 ▲304 82 1,453 146 12 ▲10 42 ▲1,560

24/02/12 ▲3,697 415 1,271 1,035 3 ▲60 183 941

24/02/19 ▲2,645 ▲154 2,054 500 ▲6 ▲52 ▲20 382

単位：億円

日付 自己 個人 外国人 投信 事業法人 生・損保 都地銀 信託銀

23/11/13 ▲1,420 200 3,600 ▲2,130 ▲88 ▲169 904 ▲750

23/11/20 1,290 390 ▲1,300 ▲188 17 ▲112 125 ▲335

23/11/27 ▲1,590 ▲70 1,200 ▲56 24 10 536 ▲36

23/12/04 ▲1,100 500 0 900 118 ▲27 ▲920 ▲200

23/12/11 680 ▲600 ▲1,700 1,180 ▲69 0 752 ▲180

23/12/18 ▲920 660 500 ▲890 37 2 380 ▲100

23/12/25 80 ▲60 200 ▲110 ▲26 0 ▲101 47

24/01/04 860 ▲40 ▲1,900 674 ▲82 0 310 235

24/01/09 ▲300 ▲770 3,800 ▲1,360 ▲97 21 480 ▲1,310

24/01/15 ▲2,440 0 2,200 564 16 30 ▲370 ▲10

24/01/22 ▲321 245 522 291 90 48 ▲1,712 624

24/01/29 280 20 ▲2,700 842 ▲69 0 1,676 210

24/02/05 ▲172 ▲469 1,976 ▲887 ▲38 ▲28 ▲80 ▲501

24/02/12 ▲1,710 275 ▲1,759 1,751 111 57 ▲73 1,871

24/02/19 ▲403 45 ▲1,262 1,823 ▲13 0 ▲647 776

T
O
P
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X
先
物

日
経
平
均
先
物

現
物

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

投資主体別売買動向 - 2 

市場別データ 
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銘柄名 コード 市場 上場日
仮条件

（円）

公募株数

（株）

売出株数

（株）

公募価格

（円）

初値

（円）
主幹事

3/1終値

(円)

Cocolive 137A グロース 2/28 1,720～1,780 150,000 557,500 1,780 3,990 SMBC日興 2,467

事業内容：

光フードサービス 138A
グロース

名ネクスト
2/28 2,400～2,660 320,000 48,000 2,660 5,850 東海東京 5,260

事業内容：

ＳＴＧ 5858 グロース 3/21 - 150,000 160,500 - - みずほ -

事業内容：

トライアルホールディングス 141A グロース 3/21-26 - 21,200,000 1,653,100 - -
大和、MUMSS、

モルガン、シティ
-

事業内容：

ジンジブ 142A グロース 3/22 - 200,000 150,000 - - SBI -

事業内容：

イシン 143A グロース 3/25 - 240,000 250,000 - - みずほ -

事業内容：

ソラコム 147A グロース 3/26 - 4,733,800 6,071,500 - - みずほ、大和 -

事業内容：

L is B 145A グロース 3/26 - 800,000 654,500 - - 野村 -

事業内容：

ハッチ・ワーク 148A グロース 3/26 - 161,900 141,400 - - SMBC日興 -

事業内容：

ＪＳＨ 150A グロース 3/26 - 850,000 0 - - SBI -

事業内容：

コロンビア・ワークス 146A スタンダード 3/27 - 833,400 80,100 - - 野村 -

事業内容：

ダイブ 151A グロース 3/27 - 365,000 250,000 - - SBI -

事業内容：

シンカ 149A グロース 3/27 - 467,000 153,000 - - SMBC日興 -

事業内容：

情報戦略テクノロジー 155A グロース 3/28 - 1,470,000 600,000 - - みずほ -

事業内容：

フィードワーカー向けビジネスチャット「direct」を中心とした現場DXサービスの開発・提供

大手企業向けＤＸ内製支援サービス等

地方創生事業（障がい者雇用支援サービス、観光物産サービス）、在宅医療事業（精神科訪問診療コンサルティング・訪問看護サービス）

不動産業界向けマーケティングオートメーションツール「KASIKA」の開発、顧客への提供その他関連する業務

立呑み居酒屋を中心とした飲食店の展開

小売、物流、金融・決済、リテールテックなど、各事業を中心とした企業グループの企画・管理・運営（純粋持株会社）

高卒就職採用支援サービス及び人財育成サービス

マグネシウム及びアルミニウムダイカスト製品の製造・販売

企業の自治体向けマーケティング支援事業、日系大手企業のグローバルオープンイノベーション支援事業、成長企業のブランディング及び採用

支援事業

IoTプラットフォーム「SORACOM」の開発・提供

月極駐車場検索ポータルサイト「アットパーキング」、月極駐車場オンライン管理支援サービス「アットパーキングクラウド」の提供並びに貸し会議

室サービス「アットビジネスセンター」の運営

リゾートバイトに特化した人材派遣・人材紹介事業、宿泊施設運営事業、情報システム事業

不動産開発事業を単一セグメントとする不動産開発、不動産賃貸管理、ホテル運営

コミュニケーションプラットフォーム「カイクラ」の開発、販売及びその他関連する業務

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規上場銘柄

新規上場銘柄 
結果とスケジュール 

 

※ データは直近の新規上場銘柄の結果とスケジュールを全て掲載しています。 

証券会社によって取り扱いが異なりますので、お取引の際は各証券会社にご確認ください。 
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銘柄名 コード 市場 上場日
仮条件

（円）

公募株数

（株）

売出株数

（株）

公募価格

（円）

初値

（円）
主幹事

3/1終値

(円)

カウリス 153A グロース 3/28 - 380,000 1,210,700 - - SBI、大和 -

事業内容：

マテリアルグループ 156A グロース 3/29 - 50,000 4,837,100 - - 野村 -

事業内容：

グリーンモンスター 157A グロース 3/29 - 750,000 250,000 - - みずほ -

事業内容：

アズパートナーズ 160A スタンダード 4/4-10 - 393,000 517,000 - - 野村 -

事業内容：
シニア事業（介護付きホーム、デイサービス、ショートステイのサービス提供）及び不動産事業（介護付きホーム等の不動産開発、老朽化不動産
の再生、マンション等の賃貸）

体験型投資学習支援事業

PR・デジタルを中心としたマーケティングコミュニケーション支援

法人向けクラウド型不正アクセス検知サービスの提供等
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Ｍａｒｋｅｔ展望

コード 銘柄
終値
（円）

先行スパンＡ
（円）

先行スパンＢ
（円）

コード 銘柄
終値
（円）

先行スパンＡ
（円）

先行スパンＢ
（円）

1375 雪国まいたけ 1002 932 979.5 1417 ミライトワン 1872 1834 1695

1663 Ｋ＆Ｏエナジー 2373 2336.5 2075.5 2331 ＡＬＳＯＫ 847 846.5 813

2678 アスクル 2074 2008.5 1915.5 3046 JINSHD 4085 3524.75 3999.5

3923 ラクス 2448 2255.75 1998.5 3984 ユーザーローカル 2478 2348 2272

4216 旭有機材 4655 4189 3571.5 4290 ＰＩ 659 597.25 653

4443 Sansan 1806 1564.25 1572 4684 オービック 23380 23272.5 22290

4704 トレンド 7714 6522.5 7317.5 4722 フューチャー 1710 1659.25 1673

4813 ＡＣＣＥＳＳ 1181 951.25 940 4923 ＣＯＴＡ 1612 1609.25 1524

5408 中山鋼 940 915.5 880.5 5631 日製鋼所 2896 2874.75 2781

5943 ノーリツ 1705 1680.25 1651 5949 ユニプレス 1108 1096.25 982.5

5957 日東精工 608 591.75 587 6070 キャリアリンク 2747 2651.25 2693

6140 旭ダイヤ 906 885 817.5 6151 日東工器 1969 1956 1807

6472 ＮＴＮ 323 304.25 312.5 6506 安川電 6293 5944.75 5422

6929 日セラミック 2690 2590.5 2529.5 7201 日産自 594 582.5 536.5

7718 スター精密 1817 1809 1744.5 8005 スクロール 938 935 845.5

8282 ケーズＨＤ 1304 1281 1232 9005 東急 1922 1821.5 1797.5

9278 ブックオフＧＨＤ 1282 1267.5 1247.5 9449 GMO 2726 2562.75 2605.5

9742 アイネス 1606 1545.25 1511

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雲上抜け銘柄（プライム） 

一目均衡表雲抜け銘柄 

 雲上抜け銘柄（プライム） 

一目均衡表 雲抜け銘柄
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Ｍａｒｋｅｔ展望

コード 銘柄
終値
（円）

先行スパンＡ
（円）

先行スパンＢ
（円）

コード 銘柄
終値
（円）

先行スパンＡ
（円）

先行スパンＢ
（円）

1379 ホクト 1804 1842 1869.5 2211 不二家 2449 2455.5 2545.5

2220 亀田菓 4325 4347.5 4357.5 2266 六甲バター 1337 1377.5 1344.5

2269 明治ＨＤ 3360 3481.75 3407.5 2593 伊藤園 4198 4388.25 4961

3198 SFP 1977 2223.75 2059.5 3387 クリレスＨＤ 1032 1101.25 1053.5

4118 カネカ 3665 3889.75 3710 4544 HUグループ 2600 2657 2693

4719 アルファ 3310 3350 3700 4809 パラカ 1930 1988.75 1931

5857 AREHD 1902 1910.5 1996.5 7224 新明和工 1216 1332.75 1216.5

7731 ニコン 1540 1638 1549 7988 ニフコ 3650 4011.5 3659

8113 ユニチャーム 4955 5515.75 5125.5 8185 チヨダ 872 943.75 872.5

8203 ＭｒＭａｘ 606 621.75 640 9468 カドカワ 2875 3220 2937

9755 応用地質 2183 2426 2307.5

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一目均衡表雲抜け銘柄 

 雲下抜け銘柄（プライム） 

雲下抜け銘柄（プライム） 



〒730-0031　 広島市中区紙屋町1-3-8　 ℡：082-245-5000 三 次 支 店 〒728-0012　三次市十日市中2-13-26 ℡：0824-62-3121

〒736-0046 広島県安芸郡海田町窪町5-8 ℡：082-208-5700 可 部 支 店 〒731-0221　広島市安佐北区可部3-20-21 ℡：082-815-2600

〒720-0812　　 福山市霞町1-1-1　 ℡：084-922-1321 広島西支店 〒733-0841 広島市西区井口明神1-17-4 ℡：082-277-2700

〒700-0826 岡山市北区磨屋町1-3 ℡：086-222-1561 東広島支店 〒739-0014 東広島市西条昭和町2-7 ℡：082-422-3621

〒726-0004　 府中市府川町335-1 ℡：0847-45-8500 廿日市支店 〒738-0024　廿日市市新宮1-9-34 ℡：0829-31-6611

〒722-0035　 尾道市土堂2-7-11 ℡：0848-23-8121 岩 国 支 店 〒740-0018　岩国市麻里布町2-7-7 ℡：0827-22-3161

〒722-2323　広島県尾道市因島土生町2017-3　 ℡：0845-22-2291 徳 山 支 店 〒745-0034　周南市御幸通2-15 ℡：0834-31-5350

〒725-0026　竹原市中央5-5-5　　 ℡：0846-22-2295 防 府 支 店 〒747-0035　防府市栄町1-5-1 1F ℡：0835-22-2871

〒723-0014　三原市城町1-25-1 ℡：0848-67-6681 宇 部 支 店 〒755-0029　 ℡：0836-31-1105

〒737-0045　呉市本通3-5-4 ℡：0823-21-6401

萩 支 店 〒758-0027　萩市吉田町51-11 ℡：0838-25-2121

ネットセンター（インターネット取引）　　https://www.hirogin-sec.co.jp 東京営業所 〒104-0031 中央区京橋2-7-19 6Ｆ ℡：03-6228-7251

コールセンター（コール取引）　　　　　 フリーアクセス：0120-506-084 今治営業所 〒794-0022 今治市室屋町1-1-13 ℡：0898-55-8280

宇部市新天町2-3-3
ボスティビルド3階

府 中 支 店

岡山営業所

本店営業部

海田営業所

三 原 支 店

呉 支 店

竹 原 支 店

尾 道 支 店

因 島 支 店

福 山 支 店

当資料は、投資判断の参考となる情報提供のみを目的としており、個別の金融商品の投資勧誘を目的として作成または
提供するものではありません。当資料は、作成者が信頼できると判断した情報源に基づいて作成されていますが、その情
報の正確性や完全性を、または、将来の経済・市況動向等を予測・保証するものではありません。また、当資料中の見解
等は今後予告なく変更される場合がありますので、投資に係る最終決定はご自身の判断でなさいますようお願い申し上
げます。金融商品等の手数料等及びリスクについては、当該商品等の上場有価証券等書面、契約締結前交付書面、目
論見書及びお客さま向け資料等に記載しておりますので、よくお読みください。

株式、債券、ファンド、上場ETF及び上場リートのご購入の際のご注意事項

【お取引時の手数料について】（営業店でお取引の場合の手数料率、税込表示）

● 国内株式の売買取引には約定代金に対して最大1.155％の売買手数料（同手数料額が2,750円に満たない場合は

2,750円）をいただきます。マルチネット取引で売買いただく場合には対面取引の基本手数料から20％割引（当該金額が

2,200円に満たない場合には、一律2,200円）となります。又、外国株式の売買取引には売買金額（現地における約定代金

に現地委託手数料と税金等を買いの場合は加え、売りの場合は差し引いた金額）に対して最大0.88％の委託手数料（同

手数料額が2,750円に満たない場合は2,750円）をいただきます。
● 非上場債券（国債、地方債、政府保証債、社債等）を当社が相手方となり、お買付けいただく場合には、購入対価のみ
お支払いいただきます。

● ファンドのご購入時や運用期間中には以下の費用がかかります。＜直接費用＞購入手数料（スイッチング手数料を含

む）上限3.85%、換金手数料上限1.10%、信託財産留保額上限0.50％が必要となります。マルチネット取引の場合は購入

手数料（スイッチング手数料を含む）、換金手数料について対面取引手数料の20％割引となります。

＜間接費用＞運用管理費用（信託報酬）上限2.50％、（注）その他の費用・手数料（監査費用、有価証券等の売買にかかる

手数料、資産を外国で保管する場合の費用、信託事務に要する諸費用等）をご負担頂きます。（注）その他費用・手数料は、運用

状況等により変動する為、料率の上限等を示すことができません。

● 外国株式、外国債券、外国投資信託を売買取引する際の円貨と外貨の交換レートには、約定代金に応じて当社が決定
する為替スプレッドがあります。

●＜株式、上場ETF、債券のリスク＞株式や上場ETFの売買取引については、株価の変動により投資元本を割り込むこと

があります。債券は金利水準の変動等により価格が上下し、損失が生じるおそれがあります。外国株式、外国債券及び外

貨建て資産に投資する上場ETFは、為替相場の変動等により損失が生じるおそれがあります。また、発行者の経営・財務

状況の変化及びそれらに関する外部評価の変化等により投資元本を割り込むことがあります。

● ＜為替リスク＞外貨建て商品の場合、外貨建てでは投資元本を割り込んでいない場合でも、為替変動あるいは外貨交

換の際の為替スプレッドにより、円換算ベースで投資元本を割り込み損失を被る場合があります。

● ＜上場リートのリスク＞リートは、不動産などで運用を行う上場投資法人です。リート市場価格については、金融経済動

向、不動産市況、災害（地震、火災等）等の影響を受け変動し損失が生じるおそれがあります。分配金は不動産などから

の収入に応じ変動します。金融商品取引所が定める基準に抵触し上場廃止になった場合には、取引が著しく困難になる

可能性があります。

● ＜ファンドのリスク＞ファンドは、主に国内外の株式、債券、不動産投資信託証券など値動きのある有価証券等（外貨

建て資産には為替リスクもあります）に投資しますので基準価額は大きく変動します。従って、投資元本が保証されている

ものではなく、これを割り込むことがあります。また、「毎月分配型」及び「通貨選択型」ファンドの“収益分配金に関する留

意事項”及び“通貨選択型投資信託の収益イメージ”は、必ずご確認して頂きたい重要事項となっておりますので、投資信

託説明書（交付目論見書）をよくお読みください。

【リスクについて】

商号等 ひろぎん証券株式会社

金融商品取引業者中国財務局長（金商）第20号

加入協会 日本証券業協会

資料作成：株式会社フィスコ

〒107-0062 東京都港区南青山五丁目13番3号

（帳票 J-10-002 営業統括部 2020年6月改定）
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